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－
農
業
委
員
会
、
部
会
設
置

条
例
に
つ
い
て
協
議

二
七
日
1

定
例
鵡
刷
会
開
催
、
農
業
委

七
月

一
六
日

・
農

諜

香

員

選

挙

、

各

選

挙

員

会

農

地

部

会

の

委

員

定

数
条
例
外
三
件
審
齢

区
に
お
い
て
選
挙
会
開
催

全
区
無
投
票
当
謹

・
泊
小
学
校
施
設
盤
備
委
員

一
七
日

・
選

管

委

員

会

開

催

整

会

当

会

開

催

選
，
者
に
当
選
証
書
附
与

ご
九
日
・
農
業
委
員
会
初
会
議
、
蚕

・
引

場

者

給

付

金

に

つ

い

て

員

会

規

則

、

役

聴

員

の

選

の

打

合

会

開

催

挙

等

に

つ

レ

て

一
九
日

・
議
会
総
務
、
産
業
合
同
委

八

月

五

a
・
議
会
総
務
委
員
会
開
催

員
会
開
催
、
農
委
推
薦
に

六

日
・
国
民
健
康
運
営
協
議
会
開

つ

レ

て

協

議

催

’
富
山
地
検
々
・
事
正

、

就

任

七

H
・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
、
金
山

挨

拶

に

来

庁

部

落

、
赤
川
部
落
に
各
一

二
O
日
・
設
会
文
厚

委

員

会

開

催

台

設

置
さ
れ
る

－
悶
民
他
康
保
険
条
例
一
部
九
日
・
町
内
会
長
代
表
者
会
議
開

改

正

に

つ

い

て

協

議

催

、

九

洲

地

方

水

害

見

舞

二
四
日

・
野

中

支

出

戸

新

事

務

庇

査

金

及

び

原

水

爆

禁

止

国

民

二
六
日
・
議
会
総
務
署
員
会
開
催
、

募
金
特
に
つ
い
て
お
願
い

基
本
選
挙
人
名
簿

の
調
製
9
H
n同
日
現
在
て

選
挙
人
名
簿
の
登
載
は
選
挙
権
者
で
あ

る
こ
と
を
、
証
明
す
る
も
の
で
す
。

南
民
の
福
祉
を
左
右
す
る
政
治
、
そ
の

政
治
に
つ
な
が
る
選
挙
に
は

一
撲
と
い
え

ど
も
尊
い
事
は
申
す
玄
で
も
あ
り
ま
せ
ん

今
年
も
九
月
十
五
日
現
在
で
、
基
本
選

挙
人
名
簿
が
調
製
さ
れ
ま
ず
か
ら
お
忘
れ

な
く
申
告
を
H

名
簿
の
調
製
に
つ
含
ま
し
て
は
従
前
ど

お
り
、
有
資
格
者
の
由
，
告
を
基
に
し
て
作

成
ハ
リ
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
九
月
十

五
日
頃
ま
で
地
区
町
内
会
長
さ
ん
を
通
じ

て
、
申
告
用
紙
を
配
付
い
た
し
ま
す
か
ら

有
資
格
者
は
漏
れ
な
く
申
告
し
て
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す。

な
お
、
選
挙
資
格
に
つ
い
て
は
申
告
用

紙
に
添
え
書
き
し
て
あ
り
ま
す
。
〈
選
管
〉
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…
…
郷
土
一
の
伝
一
一
輪
開
一
め
一
ぐ
一
日
子
…

ひ

大

家

庄

普B

の

八
千
堂
沢
と
三
枚
橋

さ
大
家
正
金
山
の
南
四
五
町
の
と
こ
ろ
、
一

面
の
水
田
の
中
に
は
ん
の
木
や
杉
の
大
木

に
つ
L
ま
れ
て
‘
う
っ
そ
う
と
茂
っ
た
未

開
墾
の
沢
地
が
二
三
ケ
所
あ
っ
て
土
地
の

人
は
ャ」
れ
を
八
千
堂
沢
と
呼
ん
で
い
る
。

大
む
か
し
こ
の
土
地

一
帯
に
は
八
千
堂
宇

も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
位
な
人
家
の
密
集

し
た
一
大
村
落
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ず。。

あ

第

六

固

定

例

会

七
月
二
十
七
日
開
催

天
長
年
間
の
頃
で
あ
る
と
い
う
か
ら
今
か

ら
ざ
っ
こ
千
年
も
以
前
の
こ
と
で
ふ
る
。

惣
滋
も
つ
か
な
い
よ
う
な
大
地
震
が
お
こ

っ
た
、
こ
れ
が
た
め
間
保
宇
池
の
肢
か
ら

大
山
崩
れ
が
お
き
て
、
プ
夜
の
う
ち
に
そ

の
大
部
洛
が
壊
惜
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

ヲ

Q

。
今
で
も
八
千
堂
沢
の
地
下
で
と
き
お
り
鐘

の
沓
が
♂
ご
え
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

金
山
と
い
う
地
名
は
こ
の
鐘
か
ら
き
て
い

る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

一
こ
の
と
き
南
に
は
な
れ
て
一
寺
院
が
あ
っ

↑
た
が
串
い
に
難
を
ま
ぬ
か
れ
た
の
で
そ
の

伎
は
こ
の
寺
院

一
摘
を
不
問
堂
と
名
づ
け

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第 24号

議
案
第

一
号
朝
日
町
農
業
委
員
会
の
投

地
部
会
の
委
員
定
数
に
関
す
る
条

例
設
定
の
件

ゲ

第

三
は
す
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の

一
部
改
正
の
件

v

第
コ
一号
明
日
町
農
業
委
員
会
の
委

員
の
推
薦
の
件

実
挙
第
一
号
野
中
間
肘
水
組
合
議
会
議
員

選
挙
の
件

以
と
四
件
に
つ
い
て
午
店
二
時
よ
り
午
店

六
時
ま
で
慎
重
審
議
さ
れ
原
案
通
り
可
決

さ
れ
た
。

；
；
；
 

む
か
し
当
地
方
に
は
三
つ
の
川
が
流
れ

て
い
た
、
一

つ
は
今
の
小
川
、
也
は
森
川

と
前
川
で
あ
っ
た
。

ど
の
川
に
も
一
伎
の

橋
を
か
け
て
交
通
の
使
を
は
か
っ
た
。
そ

こ
で
こ
の
一
二
枚
の
橋
を
以
て
村
名
と
し
て

三
枚
橋
村
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
地
方
に
は
小
川
、
森
川
、
前
川
と
川

の
名
を
姓
と
し
た
人
が
多
い
よ
う
で
あ
る

(1) （賂霊長~l~~ ）



(2) 

う
ぶ
聾
あ
げ
た
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朝

日

町

農

ひ
い
ま
ま
で
各
旧
町
村
に
あ
っ
た
、
八
箇
所

の
農
業
委
員
会
が
、
こ
ん
ど
朝
日
町
一

本

と
な
り
、

要
員
数
も
百
四
十
人
か
ら
四
十

八
人
と
な
っ
て
発
足
し
、
そ
の
は
じ
め
て

の
会
践
が
七
月
二
十
九
日
午
后

一
時
三
十

分
か
ら
議
幼
で
聞
か
れ
、
次
の
こ
と
を
審

議
し
た
。
一、

会
長
互
選

て

総

会
会
議
規
則
制
定

一
、
委
員
会
規
程
制
定

一、

部
会
会
議
規
則
制
定

て

委
員
選
挙
事
務
取
扱
規
程
制
定

て

互
選
規
程
制
定

て

県
農
薬
会
議
議
員
指
名

て

会
長
職
務
代
理
者
互
選

て

部
会
委
員
互
選

て

部
会
長
選
任

て

部

会
駿
務
代
刷
出
者
選
任

規
程
等
は
一
部
修
正
し
て
全
部
可
決
し、

会
長
そ
の
他
の
役
職
も
そ
れ
ぞ
れ
決
定
や

み
た
の
は
夜
の
九
時
三
十
分
で
、
夕
食
も

と
ら
ず
八
時
間
の
陣
痛
で
み
ご
と
う
ぶ
声

を
あ
げ
た
わ
け
で
あ
る。

法
の
改
正
に
よ
り
委
員
の
任
務
が
軍
大
と

な
り
、

朝
日
町
の
品
業
の
た
め
に
、
そ
の

活
や
〈
が
期
待
さ
れ
る
。

役

職

員

会

長
前

氷

見

久

吉

崎

県
民
委
員

会
長
職
務

代

型

者

名

古

屋

三

郎

引

農

政

部

会

長

近

藤

弥

右
エ
門
刊

同
職
務
代
理
者

小

林

邦

司
品

農
業
改
良
部

会

長

田

中

峰

次

品

開
職
務

代

型

者

水

島

堅

治

由

民
地
部
会

（
O
印
は
選
第
に
よ
る
委
員
）

部

会

長

O
消

水

間

作

別

職
務
代
政
者

O
山

阿

源

造

ω

要

員

O
百

石

安

次

郎
凶

グ

O
名

越

茂

吉

U

P

O

中

島

甚

吾

臼
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三泊 間航
枚
橋

朝
日
町
議
生
以
来
計
凶
さ
れ
て
い
た
朝
日

町
農
薬
セ

ン
タ
ー
の
建
築
工
事
は
小
川
橋

詰

ハ柳
田
）
に
去
る
六
月
二
十
八
日
よ
り

両
越
土
建
株
式
会
社
の
手
に
よ
っ
て
山
崎

小
学
校
古
校
舎
の
移
築
に
よ
り
九
月
十
五

日
を
完
成
目
途
に
若
k

そ
の
工
事
が
進
め

ら
れ
八
月
六
日
そ
の
上
棟
式
が
符
な
わ
れ

た。延位
坪
ご
一
七

・
五
坪
の
挫
物
が
完
成
の

あ
か
つ
き
は
出
築
制
日
町
の
中
心
部
で
も

あ
り
段
業
指
抑
制
や
述
絡
相
談
の
現
業
所
と

し
て
期
待
掛
か
け
ら
れ
ゐ
。

期
待
が
か
け
ら
れ
る

朝
日
町
農
業
セ
ン
タ
ー

八
月
の
土
木
事
業

＠ 

栄
町
通
り
道
路
の
側
瀞
工
事

延
長
一－一

O
O米
余
の
間
施
工
中
完
成

近
し
駅
前
通
り
道
路
偽
装
路
型
工
事
延
長

約
九

O
米
の
間

お
盆
前
の
路
型
工
事
完
成
、
お
盆
後

に
舗
装
完
成
の
予
定

月
山
新
の
県
道
拡
強
工
事

延
長
約
一
回

O
米
の
間
施
行
中

教

育

懇

談

会

一
y
T
A
の
会
合
に
出
席
を
よ
く
す
る

一役
立
っ
た
。

に
は

一

最
後
に
県
母
親
連
絡
会
長
大
窪
マ
ス
ミ

＝P
T
A
会
合
に
個
人
的
な
話
が
多
く

一女
史
の
ほ
ん
と
う
の
こ
ど
も
の
幸
福
と
父

全
体
的
な
話
が
少
い
の
は

一
時
の
考
え
方
に
つ
い
て
心
を
う
つ
講
演
が

三
こ
ど
も
が
学
校
で
差
別
的
な
A

取
扱
い

一
ふ
っ
た
。

を
う
け
て
い
な
い
だ
ろ
ろ
か

こ
ど
も
の
好
ま
し
レ
成
長
と
正
し
い
幸

に
つ
レ
て
各
自
の
立
場
か
ら
卒
厄
な
な
見
制
を
め
ざ
し
、
父
母
と
教
師
が
乙
ど
も
を

が
述
べ
ら
れ
、

父
母
教
師
間
の
考
え
の
JX

巾
心
と
し
え
強

い
つ
な
がわ
リ
の
も
と
に
、

レ
が
部
合
わ
れ
、
こ
の
討
論
形
式
は
当
地

一
た
ち
あ
が
る
裂
が
作
治
ま
っ
た
幻
人
件
数
師
に

方
と
し
て
は
飴
め
て
の
試
み
な
が
ら
矢
内

一見
ら
れ
力
強
く
感
ぜ
ら
れ
た
。

教
師
の
つ
な
が
り
の
一

歩
前
進
に
大
き
く
－
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い
ね
の
出
施
後
の
日
数
と
そ
ミ
の
充
実
及
一

刈
取
の
適
期

「
回
施
し
て
下
さ
い
。

発
芽
と
の
関
係
、
い
ね
が
摘
を
出
し
花
い
か
一
大
体
に
於
て
出
穂
後
四
十
日
を
脱
出
と
し

一
河川
虫
の
肪
嚇
は
、

D
D
T
の
撒
布
で
す
。

聞
き
終
っ
て
か
ら
日
の
た
つ
に
つ
れ
て
ど

一
て
平
自
に
刈
収
り
ま
し
ょ
4
0
刈
り
混
れ

一
虫
剤
の
プ
カ
便
利
で
す
。
農
薬
用
の
も
の

の
様
に
し
て
そ
ミ
が
充
実
し
て
ゆ
く
か
？
一
る
と
牧
量
が
誠
り
ま
す
。

一
を
使
っ
て
下
さ
い
家
陸
側
の
も
の
は
白
菜

モ
ミ
の
目
方
の
ふ
え
か
た
に
つ
い
て
み

一

一
が
枯
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
注
意
し

る
と
出
穂
後
三
十
九
日
目
で
最
も
重
く
な
一

病
虫
害
の
防
除
：

一
て
下
さ
い
。

り
、
四
十
五
日
以
上
に
な
る
と
僅
か
乍
ら
一
二
毛
作
田
に
は
病
虫
害
カ
滅
牧
の
む
と
に

一

甘
藍
の
種
子
ま
さ

目
方
が
軽
く
な
る
。

一
な
り
ま
す
か
ら
字
自
に
薬
剤
を
撒
布
し
て

一
塁

五
月
頃
か
ら
の
芸
の
種
子
は
九
月

叉
開
花
後
八
日
目
位
ま
で
は
、
あ
ま
り
一
下
さ
い
。
二
化
鋲
虫
、
う
ん
か
、
い
も
ち

一
に
ま
〈
訳
で
す
が
時
期
が
あ
り
ま
す
。

重
さ
の
増
加
は
目
立
た
な
い
が
十
日
目
位
が
の
棋
が
出
る
と
B
H
C
三
%
粉
剤
加
附

一
早
生
極
は
九
月
上
旬
ま
か
れ
て
で
も
良
い

か
ら
二
十
三
日
白
一
明
ま
で
は
急
に
地
加
し

一
－
M
サ
ン
石
阪
を
反
山一万

一
一
一
キ
ロ
撒
布
で

一
の
で
す
が
六
月
下
旬
用
の
も
の
即
ち
脱
生

刈
取
適
期
（
出
拙
三
十
八
日
前
後
）
の
目
す
c

一極

（サ

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
）
は
九
月
十
臼
過

方
の
七
割
に
達
す
る
。
そ
の
後
究
熱
期
ま

一

歩
の
調
子
の
消
逐

一ぎ
で
な
い
と
、
抽
出
口
し
ま
す
か
ら
一
任
意
し

で
重
量
の
ふ
え
か
た
は
ゆ
る
や
か
で
三
十
一
変
を
作
ら
れ
る
人
は
都
子
を
消
帯
し
て
下

一
て
下
さ
い
。

八
日
目
で
最
高
に
迭
す
る
。

一
さ
い
。
風
呂
湯
に
泣
す
の
で
す
。
協
の
由
一

ホ
l
レ
ン
草
の
栽
培

発
努
力
を
見
る
と
三
十
六
日
目
の
そ
ミ

一
肢
は
C
四
十
四
度
で
録
時
C
三
度
あ
て
下

一説
諜
の
玉
…
様
ホ

l
ν

ン
草
を
作
り
ま
し
ょ

で
は
完
熟
？
ミ
と
何
等
変
ら
な
い
。

一
る
伎
に
し
て
協
に
浸
出
す
る
訳
で
す
。
芽
一
ぅ
。
極
子
は
芽
出
し
て
蒔
い
た
方
が
安
全

茎
葉
か
ら
そ
‘
、、
へ
の
養
分
の
移
行
は
附
が
出
て
も
良
い
か
ら
陰
干
に
し
て
乾
映
し

一
で
す
。
種
子
を
一
昆
夜
水
に
漫
し
一
日
陰

花
後
盛
ん
に
行
は
れ
る
が
稲
の
穂
自
体
も
一
て
下
さ
レ
。
極
子
は
反
当
り
一
斗
位

（大

一
干
し
、
又
一
晩
浸
す
の
で
す
之

T
芽
が
出

張
分
の
同
化
作
用
を
す
る
か
ら
少
く
と
も
一
変
で
）
で
す
。

一
ま
す
。
ホ
1
ザ
シ
草
は
酸
性
に
弱
い
作
物

発

芽

力

を

そ

な

え

る

十

六

日

目

で

す

カ

ら

灰

を

撒

布

し

て

か

ら

ま

ま
た
発
芽
努
力
を
高
め
重
量
七

い

て

下

さ

い

。

割
位
に
達
す
る
二
十
三
日
ま
で

量
は
坪
当
百
匁
位
で
良
い
の
で
す

は
、
い
ろ
ん
な
支
障
で
滅
牧
と

な
る
。
例
へ
ば
、
落
水
、
倒
伏
、

の
容
を
受
け
た
と
き
で
為
る
。

昭和32年8月20日発行ひさ

病
害
虫

あ

種
籾
の
準
備

米
の
収
量
は
品
種
と
天
候
と
肥
料
に
よ
っ

て
左
右
さ
れ
る
乙
と
が
大
き
い
。
特
に
最

近
は
米
震
が
問
題
と
な
っ
て
き
た
今
の
間

に
来
年
作
付
さ
れ
る
品
箆
を
準
備
し
て
下

さ
い
。
盛
粗
は
自
分
で
採
樋
し
た
万
が
一

番
被
安
で
あ
る
。
他

λ
か
ら
分
け
て
貰
ふ

と
品
慣
が
興
る
場
合
す
ら
あ
る
も
の
で
す

一
反
歩
当
り
三
升
位
で
少
し
余
計
に
単
備

し
て
塩
水
選
す
る
。
刈
取
は
刈
取
期
よ
り

一一日

t
三
日
、
早
自
に
刈
取
り
、
早
生
は

特
に
陰
干
し
て
頂
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る

口
問
屋
と
し
て
は
米
質
の
悪
い
も
の
は
種

子
を
準
備
し
な
い
こ
と
で
す
c

早
生
慣
の
隊
坂
五
号
に
代
っ
て
十
和
田
が

有
望
の
機
で
す
。
今
な
ら
摺
闘
す
る
組
子

は
あ
り
ま
し
ょ
う
。

第 24号(3) 

結
球
白
菜
の
栽
培

一

飼
料
作
物
の
栽
培

結
球
白
菜
は
十
字
科
の
読
柴
の
跡
聞
は
や

一
家
出聞の
飼
育
に
は
早
春
の
割
問
レ
飼
料
が
大

は
り
病
智
虫
の
た
め
出
来
る
だ
け
さ
け
て

一
切
で
丸
る
か
ら
有
務
農
家
は
極
4

工
夫
さ

下
さ
い
。
定
闘
は
本
葉
が
五
j
六
枚
の
と

一
れ
て
お
ら
れ
ま
す
が
段
近
優
秀
な
牧
草
種

、き
が
良
い
の
で
す
。
七

t
八
枚
以
上
に
な
一
子
が
つ
ぎ
か
ら
っ
．き
と
輸
入
さ
れ
て
い
ま

る
と
航
え
傷
み
が
多
い
の
で
悶
り
ま
す
。
一
す
の
で
一

1
こ
を
述
べ
て
見
ま
し
ょ
う
。

雨
の
降
っ
た
臼
に
は
敵
は
作
ら
な
い
で
下

一

ラ
ヂ
ノ
ク
ロ
パ
l

さ
い
。
定
植
の
日
も
雨
は
困
り
ま
す
。

一従
来
の
白
ク
ロ
パ

l
の
様
な
も
の
で
す
が

一
何
十
株
位
を
標
準
に
し
て
M

飢
え
ま
し
ょ

一葉
の
形
が
大
き
く
放
置
も
倍
以
上
で
す
。

ぅ。

遅
く
と
も
九
対
五
日
以
前
に
定
舶
し

一反
枚
二
千
賀
も
あ
り
ま
す
。
年
四
回
刈
阪

て
下
さ
レ
。
そ
れ
以
後
に
な
る
と
温
度
の

一
る
訳
で
す
。
牛
馬
は
勿
愉
鶏
、
豚
等
に
も

関
係
上
結
球
し
な
い
白
菜
と
な
る
こ
と
が

一
大
変
喜
ん
で
喰
ペ
ま
ず
か
ら
一
畝
歩
位
あ

多
い
で
す
。

一
て
試
作
し
て
下
さ
い
。

施

肥

一

イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
ゲ
ラ
マ

白
菜
は
多
肥
を
必
婆
と
す
る
読
莱
で
す
。

一
い
ね
の
刈
一以
前
に
紫
雲
英
の
種
子
の
様
己

反
当
り
N
五
〆
、

P
三
〆
、

K
七
J
f

、
坪

一
し
て
蒔
く
の
で
す
。

一
反
歩
当
り
四
ボ
ン

当
り
堆
肥
二
〆
、
下
肥
石
氏
二

O
O匁
を

一
ド
位
種
子
が
必
要
で
す
。
矢
本
科
の
も
の

元
肥
と
し
て
追
肥
は
航
付
後
十
日
位
で
倍

一
で
す
。
反
当
り
ん
ハ
、
七
百
〆
の
政
金
が
あ

に
ウ
ス
メ
た
下
肥
を
坪
ニ
O
i
三
O
匁
宛

一り
ま
す
。
団
子
は
共
に
制
日
町
野
産
揺
興

二
一
週
間
置
き
に
十
月
上
旬
ま
で
＝
一
凹

1
四

一会
で
斡
旋
い
た
し
ま
す
。

引
揚
者
に
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

請

求

手

続

は

民

生

課

へ

本
年
五
月
十
七
日
法
律
第
一

O
九
号
に

一
＠
終
戦
に
よ
っ
て
、
昭
和
二
十
年
八
月
十

よ
っ
て
、
引
揚
者
、
そ
の
遺
族
お
よ
び
引
一

五
日
以
後
、
引
続
き
外
地
に
残
留
を
余

揚
前
に
死
亡
し
た
者
の
遺
族
に
対
し
、
給
一
儀
な
く
さ
れ
た
者
で
、
昭
和
二
十
七
年

付
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

一

四
月
二
十
九
日
以
後
、
本
邦
に
引
揚
げ

該
当
す
ゐ
方
は
次
の
こ
と
を
了
知
の
う
一
た
者
お
よ
び
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
い
わ

え
、
民
生
献
に
訪
米
の
手
続
を
と
っ
て
下

一

ゆ
る
戦
犯
者
と
し
て
同
日
以
前
に
本
邦

さ
い
。

一

に
引
揚
げ
引
続
き
巣
鴨
拘
置
所
に
拘
禁

一
、
引
揚
者
と
は

一

さ
れ
た
も
の
。

①
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
ま
で
、
引
税
二
一、

引
揚
者
給
付
金
の
支
給

き
六
ヶ
月
以
上
、
外
地
（
飽
持
群
島
、

一

引
務
者
の
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
に

色
丹
島
、
国
後
島
、
択
提
島
を
含
み
、
一
お
け
る
年
令
に
よ
っ
て
次
の
額
の
記
名

沖
縄
、
小
笠
隊
列
島
及
び
硫
策
島
を
合
一

国
債
と
す
る
。

ま
な
い
）
に
生
活
の
本
拠
が
あ
っ
た
も

一

五

十

才

以

上

二

八

、

0
0
0円

の
で
、
同
日
以
後
本
邦
に
引
場
げ
た
者

一

三
十
才
以
上
五
十
才
未
満

（
但
し
開
拓
民
と
し
て
外
地
に
あ
っ
た

一

一一

O
、

0
0
0円

者
に
つ
い
て
は
六
ヶ
月
未
満
も
含
む
〉

一

十
八
才
以
上
一
二
十
才
未
満

①
昭
和
二
十
年
八
月
九
臼
ま
で
、
引
統
き
一

一
五
、

0
0
0円

六
ヶ
月
以
上
、
外
地
に
生
活
の
本
拠
が
一

十

八

才

未

満

七

、

0
0
0円

あ
っ
た
者
で
、
ソ
連
の
参
戦
に
よ
っ
て
一
た
だ
し
昭
和
三
十
一
年
度
分
の
所
得
税
一

同
年
八
月
十
四
日
以
前
に
本
邦
に
引
均
一
を
納
付
す
べ
き
所
得
が
あ
っ
た
場
合
に一

げ
た
者
。

一

は
そ
の
合
計
額
）
が
八
八
、
ニ

O
O円
一

①
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
ま
で
引
続
き
一

を
超
え
る
者
お
よ
び
そ
の
者
の
配
偶
者

一

六
ヶ
月
以
上
、
外
地
に
生
活
の
本
拠
が
一
に
は
支
給
し
な
い
。

一

あ
っ
た
者
で
、
本
邦
に
滞
在
中
（
商
用
一

遺
族
除
付
金
の
支
給
及
び
遺
族
の
範
囲
一

出
張
、
冠
婚
葬
祭
等
）
終
戦
に
よ
っ
て

一

そ
の
他
く
わ
し
レ
こ
と
は
民
生
課
へ
お

一

外
地
へ
も
ど
れ
な
く
な
っ
た
者
。
一
問
合
せ
下
さ
レ
。

一

－

E4
t闘は
、
道
路
を
通
行
す
る
と
き
一
り
の
処
を
通
る
の
で
追
越
の
際
左
側
通
行
一

『
ド
J
－
は
、
人
も
蕊
・
も
左
側
を
通
る
こ
と

一
の
場
合
よ
り
聞
が
あ
る
こ
と
に
な
る
の
で

－

で
コ
』

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
二

一
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
規
則
に
従
っ
て
人
も
－

P

面
一

十
四
年
十

一
月
一
日
よ
り
対
面
交
一
平
も
通
行
す
れ
ば
安
全
性
が
あ
る
釈
で
す
一

江
リ
4

過
と
云
う
こ
と
に
変
り
ま
し
た
。

一

し
か
し
狭
い
道
路
は
車
の
通
行
だ
け
で
一

3
3・

対
間
交
通
と
云
う
の
は
、
人
は
二
ぱ
い
で
す
か
ら
後
か
ら
車
が
来
る
と
き
一

右
側
端
を
、
事
は
左
側
の
中
央
寄
り
を
通

一
は
充
分
よ
け
て
や
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
一

行
す
る
こ
と
で
す
。
何
故
こ
の
よ
う
に
変
一
又
、
自
転
車
・
ゃ
、
歩
行
者
が
自
動
車
を
よ
一

っ
た
か
と
い
L
ま
す
と
、
左
側
通
行
で
は

一
け
る
と
舎
、
両
側
に
よ
け
る
と
自
動
車
の一

道
路
の
中
央
よ
り
左
側
を
、
宮
中
も
人
も
通

一運
転
手
さ
ん
は
両
側
に
気
を
使
は
ね
ば
な
一

る
の
で
、
車
が
人
を
追
い
越
す
と
き
は
人
一
ら
ず
、
ま
た
お
互
い
の
通
る
巾
が
狭
く
な
一

と
す
れ
ず
れ
に
な
っ
て
追
越
す
こ
と
に
な

一
る
釈
で
す
。
人
は
布
、
車
〈
自
転
車
を
含

り
ま
す
が
、
対
一回
交
通
を
す
る
と
、
人
は

一む
）
は
左
の
対
面
交
行
を
守
っ
て
交
通
$

右
側
淵
を
通
り
、
車
は
中
央
よ
り
左
側
容

一
献
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

6 
5 



(4) 昭和32年8眉20日発行

泊

婦

人

廠

晶

図

版

よ

り

八
月
三
日
朝
早
く
か
ら
各
家
庭
の
主
婦
一
の
暑
さ
も
い
と
は
ず
、
せ
っ
せ
と
リ
ヤ
カ

た
ち
は
、
回
枚
さ
れ
る
廃
品
の
摘
出
作
業

一
や
荷
背
中
で
集
め
理
務
u
c
ん
方
は
区
毎
に
グ

に
大
蛍
で
あ
る
。
前
夜
婦
人
会
の
厘
事
会
一
ツ
ト
サ
ン
で
本
部
に
集
荷
し
ま
し
た
。
業

員
が
ダ
村
ノ
ト
サ
ン
に
乗
っ
て
盤
声
機
で
こ
の
頃
の
気
温
は
も
う
三
十
度
を
越
え
る
暑

泊
町
の
婦
人
会
の
皆
さ
ん
明
日
の
廃
品
回
一
き
で
あ
り
幹
事
も
理
事
も
汗
だ
く
だ
く
で

岐
に

0
0時
に
来
ま
ず
か
ら
御
協
力
下
さ

一顔
や
手
足
を
真
黒
に
し
て
働
き
ま
し
た
。

い
よ
と
声
も
高
ん
？
と
は
り
上
げ
て
町
内
を
一
や
が
て
一
区
、
二
区
、
三
区
と
そ
れ
ん
＼

く
ま
な
く
廻
り
ま
し
た
。
ボ
ロ
回
牧
は
現

一集
荷
さ
れ
て
ポ
ロ
の
山
が
高
々
と
出
来
上

会
長
の
水
野
さ
ん
が
就
任
さ
れ
て
か
ら
泊

一り
ま
し
た
。
係
員
の
立
会
で
松
山
さ
ん
に

町
の
婦
人
会
に
と
っ
て
は
、
重
要
な
行
事
一
買
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
松
山
さ
ん
の

で
あ
り
今
年
も
年
間
行
古
墳
の

一
一
駒
と
し
て
一
好
意
的
な
購
入
に
よ
り
ま
し
て
、
代
金
四

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
居
り
ま
す
。
ポ
ロ
一
万
五
千
円
の
予
想
外
の
成
績
を
納
め
ま
し

回
放
は
日
頃
の
生
活
の
心
療
で
成
果
が
土
一
た
。
先
に
六
月
他
の
会
で
廃
日
闘
を
回
放
さ

が
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
会
員
は
此
の
一
れ
て
い
る
の
に
ほ
ん
と
う
に
予
想
外
だ
っ

日
の
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
日
常
生
活
に

一た
の
で
幹
部
一

同
篤
き
も
し
、
嬉
び
合
い

多
忙
を
き
わ
め
る
合
間
に
整
飽
し
弘
連
の
一
ま
し
た
。

女
生
活
の
合
理
化
、
能
率
化
を
は
か
つ
て

一

此
の
成
樹
は
一
に
会
民
の
皆
隙
の
心
掛

金
た
の
で
す
。
今
日
も
そ
の
焚
蹴
に
物
を

一
が
生
活
の
上
に
生
か
さ
れ
た
時
い
体
験
と

言
は
せ
る
よ
い
機
会
と
会
員
も
役
員
も
力

一
し
て
感
蹴
も
し
婦
人
の
力
強
い
も
の
を
感

こ
ぶ
を
入
れ
ま
し
た
。
叉
聞
牧
に
は
姐
時
一
じ
ま
し
た
。
や
が
て
こ
の
金
が
泊
婦
人
会

開
で
あ
る
こ
と
と
作
業
労
力
の
少
い
こ
と

一
の
財
源
と
し
て
、
年
聞
の
行
事
で
あ
り
ま

そ
う
し
て
、
成
績
が
大
な
る
こ
と
が
大
切
一
す
洗
濯
講
習
や
料
理
講
習
の
各
種
講
習
会

で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
は
行
事
の
計
幅

一並
び
に
、
婦
人
学
級
等
々
が
ス
ム
ー
ス
に

性
と
組
織
が
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
は
一運
営
さ
れ
る
原
動
力
で
あ
り
ま
し
て
、
会

言
を
獲
し
ま
せ
ん
。
役
員
は
そ
の
こ
と
に

一
が
殴
み
重
ね
ら
れ
行
く
時
、
会
員
の
修
養

心
掛
け
、
協
力
し
合
い
、
会
員
も
ま
た
役

一
や
生
活
の
向
上
に
抗
す
る
と
共
に
明
朗
な

員
の
心
を
心
と
し
て
全
会
員
一
致
し
議
－
を
一
家
庭
、
明
る
い
社
会
作
り
へ
と
進
展
し
て

運

び

ま

し

た

。

一

い

く

こ

と

L
思
い
ま
す
。

各
家
庭
で
ま
と
め
ら
れ
た
廃
品
を
部
落
一

之
等
を
思
う
時
尚
一
一
膚
家
庭
生
活
の
合

の
幹
事
さ
ん
方
が
朝
早
〈
か
ら
、
夏
の
日

一理
化
、
計
画
性
を
私
達
主
婦
は
一
段
と
心

斗
ミ

去
る
八
月
二
日
午
前
九
時
よ
り
愛
場
大
家
庄
公
民
舘
長
、
広
瀬
朝
日
町
菅

υに
泊
朝
日
劇
犠
に
於
て
朝
日
町
迎
合
年
団
長
等
の
激
励
の
辞
が
あ
り
富
山
県
締

結
制
婦
人
会
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
人
少
年
室
長
清
水
恒
子
先
生
の
今
年
度
の

斗
式

会
地
は
せ
ま
い
の
で
早
〈
行
か
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
明
る
い
人
間
関
係
に
つ
い

4

三
い

け
れ
ば
入
ら
れ
な
い
と
の
こ
と
で

aF／
七
時
す
ぎ
か
ら
出
か
け
て
来
た
人

ヨ
慣
も
あ
っ
て
会
場
準
備
を
あ
わ
て
さ

1
ノ
せ
ま
し
た
。

町

開
会
時
間
に
は
も
う
立
す
い
の
余

3
J
地
も
な
い
位
で
水
野
会
長
の
開
会

刊
川

の
辞
や
会
務
会
計
報
告
の
後
、
山

世
帯

崎
助
役
、
清
水
教
育
委
員
会
主
事

d』
:ZS: 

の

ひさあ第 24号（昭和四年8月8日）
第3橿郵便物認可l

て
」
の
有
誌
な
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

会
員
か
ら
豆
ケ
庄
の
広
田
の
．
ふ
さ
ん
、
宮

崎
の
宮
内
き
く
え
さ
ん
の
意
見
発
表
が
あ

っ
て
大
変
感
銘
さ
れ
る
と
こ
ず
つ
が
あ
り
ま

島
E

・・b
・・・・

掛
け
、
会
の
発
股
を
必
か
ら
念
願
し
会
A

全
体
の
協
力
と
友
情
を
深
め
た
い
と
思
い

ま
す
。
泊
婦
人
会
刷
会
長
東
と
め

朝
日
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

朝
白
町
体
育
協
会
主
催
の
地
区
対
抗
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
は
八
月
四
召
大
家
庄
小

学
校
A

庭
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

熱
戦
の
結
果
、
男
女
と
も
大
家
庄
チ
ー

ム
が
擾
勝
し
た
。

朝
日
町
地
区
対
抗
野
球
大
会

朝
日
町
体
育
協
会
主
催
の
地
区
対
抗
野

球
大
会
は
八
月
十
六
日
小
丸
山
公
閣
グ
ラ

ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
。
（
野
中
、
南
保
地

区
不
参
加
）
優
勝
戦
は
日
没
の
た
め
ド
ロ

シ
ゲ

1
ム
と
な
り
、
合
議
の
結
果
抽
舗
に

よ
り
優
勝
カ
ッ
プ
は
泊
第
一
区
チ
1
ム
、

優
勝
額
は
泊
第
三
区
チ
1
ム
に
贈
ら
れ
た

東
京
大
相
撲

朝
日
町
議
会
議
員
が
主

催
と
な
っ
て
、

一－一根山

清
水
川
一
行
百
余
名
の

東
京
大
相
撲
は
八
月
十

四
日
小
丸
山
会
闘
グ
ラ

ン
ド
で
行
わ
れ
た
。

議
会
で
は
町
民
へ
の
サ

ー
ビ
ス
と
し
て
餓
料
公

開
し
た
の
と
、
久
し
ぶ

り
の
大
相
棋
で
あ
っ
た

の
で
観
衆
は
さ
し
も
の

広
い
グ
ラ
ン
ド
を
埋
め

つ
く
し
た
。

往
年
の
名
力
士
名
寄
岩

元
防
綱
照
国
の
、
け
い

こ
相
撲
は
満
場
を
喜
ば

せ
た
。

小
坂
満
氏
の
挨
拶
が
あ

り
幕
下
、
十
両
、
一－一役

U1
1
11

j
｛
j
i

の
勝
負
が
あ
っ
て
弓
取

－式
を
以
っ
て
午
後
三
時
終
っ
た
。
若
手
五

一
人
抜
、
相
撲
甚
旬
、
し
ょ
っ
き
り
は
興
を

一添
え
た
。

一も
う
少
し
広
い
湯
所
で
あ
っ
た
ら
ど
ん
な

に
か
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
だ
ろ

う
と
つ
〈
ル
＼
思
い
ま
し
た
。

〈
朝
日
町
婦
人
会
書
記
念
森
繰
）

朝
日
町
連
合
青
年
団
体
育
大
会

八
月
十
六
日
小
川
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
に

於
て
第
四
回
朝
日
町
連
合
青
年
団
体
育
大

会
が
聞
か
れ
た
。
各
校
下
回
よ
り
精
鋭
の

し
た
。

昼
食
の
時
聞
を
利
用
し
朝
日
町
乳
幼
児
の

表
彰
式
が
あ
り
可
愛
い
い
子
供
述
は
大
き

な
お
も
ち
ゃ
を
も
ら
っ
て
親
子
共
に
叫
し

そ
う
で
し
た
。

午
後
か
ら
は
境
綿
入
会
の
相
川
音
頭
、
相

馬
節
、
宮
崎
の
小
原
節
、
お
こ
さ
節
、
ま

ど
ろ
す
小
僧
、
笹
川
の
お
け
さ
館
頭
歌
、

あ
与
田
原
坂
、
小
原
節
、
泊
の
麦
屋
節
や

映
画
な
ど
あ
っ
て
せ
ま
い
劇
場
は
身
動
き

も
出
来
な
い
程
の
蜂
況
で
汗
を
流
し
な
が

ら
熱
心
に
見
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
裂
を
見
て

6 
6 

若
人
が
意
気
と
カ
で
終
始
フ
ェ
ア
プ
レ
ー

を
演
じ
観
衆
を
わ
か
せ
る
。
多
彩
の
留
目

の
う
ち
ア
ベ
ザ
’
グ
借
物
競
争
は
異
彩
を
放

ち
爆
笑
の
渦
を
巻
か
せ
大
会
の
雰
囲
気
は

い
や
が
上
に
も
高
ま
る
・
更
に
個
人
規
技
－

の
－
O
O米
、
マ
ラ
ソ
ン
、
五

O
O
O米
一

男
女
別
の
継
走
等
感
撤
と
斗
志
に

6
え
た

一

演
技
が
グ
ラ
ン
ド
一
っ
ぱ
い
展
開
さ
れ
午

一

后
四
時
半
大
会
の
幕
を
閉
じ
た
。
結
果
は

一

次
の
通
り

一

優
勝
チ
ー
ム
境
控
下
回
次
勝
チ
1
ム
一

南
保
陵
下
回
三
位
犬
家
正
按
下
回

一

三
十
二
年
度
第
二
次
一

E
L

－－

＠
応
募
資
格

一

個
詞

昭
和
八
年
一
月
二
日
か
ら
昭
和
十
一

S
F

五
年
一
月
一
日
ま
で
の
聞
に
生
れ

一

2
4

た
男
子
（
昭
和
三
十
三
年
－
月
｝

一

官

日
現
在
十
八
才
以
上
二
十
五
才
米
一

3

8
で
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
一

au「
を
有
し
、
心
身
健
全
な
者

一

向
回

①
志
願
手
続

一

！・

志
願
者
は
、
役
場
叉
は
自
衛
隊
地
一

坦
諸

方
連
絡
部
か
ら
志
願
票
二
通
を
受
一

－E
け
取
り
、
こ
れ
に
所
要
事
項
を
記
一

刻
刺

入
の
上
、
玄
円
切
手
を
添
え
て
、
一

躍
宜

役
渇
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

一

ー
ー

＠
侵
付
期
間

一

六
月
十
一
日
〈
火
〉
か
ら
九
月
一
一

一

十
日
（
金
）
ま
で

一

＠

償

駿

一

十
月
十
て
十
二
、
十
三
日
の
間
一

に
一
日
で
行
4
予
定
・

一

中
学
校
卒
業
程
度
の
国
語
、
数
学
一

社
会
に
つ
い
て
簡
単
な
筆
記
試
験
一

及
び
口
述
試
験
並
び
に
身
体
検
査
一

を
行
う
。

一

＠
待

遇

一

種
服
、
食
事
支
給
、
営
内
ハ
艦
内
v
一

居
住
、
最
初
は
二
等
陸
、
海
、
空
一

士
と
し
て
採
用
し
月
額
約
六
千
円

一

を
支
給
す
る
が
順
次
昇
進
で
き
る

一

そ
の
他
詳
細
は
役
場
総
務
課
へ
問
一

い
合
せ
て
下
さ
い
。


